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　市民、事業者、行政という異なる３つの部門が、そ
れぞれの特性と立場をお互いに尊重し、共有する
まちの将来像の実現に向けて、連携協力すること
で、単独では得られなかった相乗効果の高い協働
まちづくりを実現していきます。�
『市民と行政の協働まちづくりのための指針』より�

元気の源は市民活動
街の活性化はあなたの一歩から

進
む　
協
働
の
街
づ
く
り

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
市
民
団
体
が
躍
進

　

少
子
高
齢
化
や
国
際
化
、
情
報
化
な
ど
現
代
社
会
の
課

題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
や
価
値
観
は
多
様
化
し
、
行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
も
広
範

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

事
業
者
、
大
学
、
そ
し
て
行
政
な
ど
が
手
を
携
え
て
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
大
量
に
定
年

退
職
を
迎
え
ま
す
。
地
域
で
、
仲
間
を
得
て
、
何
か
を
始

め
た
い
と
い
う
方
々
の
た
め
に
、
今
回
は
市
民
活
動
を
特

集
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
文
化

サ
ー
ク
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
団

体
、
そ
し
て
自
治
会
な
ど

市
内
で
は
、
数
多
く
の
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

　

市
民
、
事
業
者
、
行
政

に
よ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ

　３月１７日、流山おおたかの森駅コンサートで、流山と野田の両市立南部中学校吹奏楽部２００人による若さあ
ふれる演奏や踊りが約５０００人の聴衆を魅了しました

活
発
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

県
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

第
一
号
の
誕
生
も
流
山
市

で
し
た
。
介
護
や
映
画
、

環
境
や
防
犯
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
方
面
で
、
中
高
年
者

を
中
心
に
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進

ん
で
い
ま
す
。
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
も
、
図
書
館
で
関

係
図
書
を
読
ん
で
も
、
数

多
く
の
サ
ー
ク
ル
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
な
か
な
か
参
加
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
い
う

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
今
年
度
オ
ー

プ
ン
し
た
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
、「
ま
ち
づ
く

り
達
成
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
結
果
と
合
わ
せ
て
、
数

あ
る
市
民
活
動
の
中
か
ら

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

く
り
」の
実
現
に
向
け
て
、

そ
の
担
い
手
の
ひ
と
つ
で

あ
る
公
益
的
な
市
民
活
動

が
元
気
に
育
ま
れ
る
推
進

拠
点
と
し
て
昨
春
オ
ー
プ

ン
し
た
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
市

民
活
動
の
場
と
し
て
の
施

設
等
の
提
供
や
市
民
活
動

に
関
す
る
情
報
の
収
集
・

発
信
、
多
様
な
市
民
活
動

団
体
の
交
流
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

支
援
、
相
談
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
流
山
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
駅
前
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
に
あ

り
、
ご
希
望
が
多
い
土
・

日
曜
、
祝
日
や
平
日
の
夜

間
も
予
約
利
用
が
で
き
ま

す
。ご
利
用
で
き
る
方
は
、

主
と
し
て
市
内
で
公
益
的

な
市
民
活
動
を
行
っ
て
い

る
市
民
団
体
、
ま
た
は
、

こ
れ
か
ら
公
益
的
な
市
民

活
動
を
行
お
う
と
し
て
い

る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど

で
す
。
会
議
室
や
作
業
室

の
ご
利
用
に
は
登
録
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
交
流
サ

ロ
ン
な
ど
の
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
は
、
登
録
が
な
く
て

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
大
小

６
つ
の
会
議
室
を
は
じ
め

印
刷
機
な
ど
を
備
え
た
作

業
室
、
貸
し
出
し
用
ロ
ッ

カ
ー
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

活
動
の
拠
点
を
充
実

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

　

３
月　

日
、
文
化
会
館
で

１７

団
塊
の
世
代
を
対
象
に
「
２

０
０
７
年
問
題
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
経
済
大
学
の

関
沢
英
彦
教
授
を
講
師
に
、

退
職
後
、
地
域
で
生
き
が
い

を
見
出
せ
る
活
動
を
ど
の
よ

う
に
始
め
た
ら
よ
い
か
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
日
、
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
コ
ン
サ
ー
ト
で
中
学
生
の

若
々
し
い
吹
奏
楽
が
観
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
＝
写
真
。
こ

れ
は
、
音
楽
好
き
な
市
民
が

集
ま
っ
て
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
企
画
運
営
し
て
い
る

も
の
で
す
。
平
成　

年
度
予

１９

算
で
は
、
市
民
活
動
の
拠
点

と
な
る
公
民
館
や
野
球
場
な

ど
生
涯
学
習
施
設
の
改
修
を

行
い
ま
す
。
生
涯
学
習
施
設

は
も
ち
ろ
ん
学
校
や
公
園
、

商
店
街
、
駅
な
ど
皆
さ
ん
の

身
近
な
と
こ
ろ
に
活
動
の
場

は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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県
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県
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【交通】TX流山セントラルパーク駅３分
・利用時間：９時～１７時
・休　　日：毎月第３水曜、土・日曜、祝日、
年末年始（１２月２９日～１月３日）
※ただし、事前予約で平日夜間と土・日曜、
祝日もご利用できます

　事前予約の対象は会議室の利用です。
・平日の夜間（１７時～２１時）
・土・日曜、祝日（①９時～１３時、②１３時～
１７時、③１７時～２１時）
　□問 市民活動推進室センター�７１５０－４３５５ 　３階に市民活動推進センターがある生涯学習センター
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平成１９年３月２８日（水曜日）　　　（　）２
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ま
ち
づ
く
り
が
ど
の
く

ら
い
進
ん
で
い
る
の
か
、

流
山
市
総
合
計
画
の
将
来

都
市
像
や
施
策
の
達
成
度

を
評
価
し
、
税
金
の
使
い

方
を
検
討
す
る
た
め
に
、

市
で
は
「
な
が
れ
や
ま
ま

ち
づ
く
り
達
成
度
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
集
計
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
昨
年　

月
に
、　

１１

２０

歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
う
ち
無
作
為
で
抽
出
し

ま
ち
づ
く
り
達
成
度
ア
ン
ケ
ー
ト

成
果
指
標
の
数
値
把
握

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
が
年
々
充
実

�
�
�
�
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た
約
３
０
０
０
人
を
対
象

に
行
っ
た
も
の
で
す
。
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
「
成
果
指
標
」
の
数
値

を
把
握
す
る
た
め
に
実
施

し
た
も
の
で
、
業
務
で
得

ら
れ
た
そ
の
他
の
指
標
と

と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
や
方
向
性
を
検
討
す

る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
毎
回
、

上
下
す
る
も
の
で
す
が
、

そ
の
要
因
を
分
析
し
事
業

の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
や
生
涯
学
習
活

動
な
ど
の
「
成
果
指
標
」

は
、
年
々
充
実
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
こ
う
し

た
結
果
を
踏
ま
え
、
市
民

団
体
の
活
動
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
ア
ン
ケ

ー
ト
内
容
等
は
、
見
直
し

を
行
う
場
合
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
同
一
条
件
で
な
い

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
含
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
経
年
に

よ
る
指
標
値
の
取
得
を
目

的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら 

「
満
足
し
て
い
る
市
民
の

割
合
」
と
い
っ
た
中
に

「
普
通
」、「
ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
」
と
い
う
選
択

肢
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

等
も
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

ハ
ン
デ
ィ
越
え
一
緒
に

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

　

地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
が
行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

市
民
の
割
合
は
平
成　

年
度
で　

・
９
％
だ
っ
た
も
の
が
、

１６

６８

　

年
度
は　

・
２
％
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

１８

７４

市
民
の
割
合
は
、
同
比
較
で　

・
３
％
が　

・
５
％
と
な

１０

１２

っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
、
初
石
公
民

館
で
、「
ご
存
知
で
す
か
？

裁
判
員
制
度
あ
れ
こ
れ
」

と
い
う
講
演
会
が
行
わ
れ
、

約　

人
が
裁
判
員
制
度
を

４０

学
び
ま
し
た
。
裁
判
員
制

度
で
は
、
当
然
、
障
害
を

持
っ
た
方
々
も
選
ば
れ
る

こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、

制
度
の
概
要
を
学
び
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て

意
見
を
制
度
に
反
映
さ
せ

よ
う
と
、
流
山
市
手
話
サ

ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
（
吉

田
和
郎
会
長
）
が
開
催
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
広
報
な
が
れ
や
ま

も
視
覚
障
害
を
持
つ
方
々

の
た
め
に
朗
読
や
点
訳
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
毎
号
ご
協
力
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
身
体
障
害
者

福
祉
会
な
ど
が
参
加
し
た

委
員
会
や
公
募
の
市
民
研

究
会
な
ど
が
話
し
合
い
昨

年
、
流
山
市
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
を
作
成

し
ま
し
た
。
市
内
に
は
障

害
を
持
つ
方
々
の
諸
団
体

や
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

お
互
い
に
理
解
を

身
近
な
国
際
交
流
活
動

　

外
国
人
と
交
流
し
て
い
る
市
民
の
割
合
は
、
平
成　

年
１６

度
で　

・
７
％
だ
っ
た
も
の
が
、　

年
度
で
は　

・
７
％

２２

１８

２７

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月　

日
、
初
石
公
民

１１

館
で
語
学
講
座
成
果
発
表

会
が
行
わ
れ
、
各
語
学
講

座
の
皆
さ
ん
が
市
内
に
お

住
ま
い
の
外
国
人
の
皆
さ

ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

流
山
市
国
際
交
流
協
会

（
佐
藤
元
子
会
長
）
が
主

催
し
ま
し
た
。
同
協
会
で

は
、
行
政
と
協
働
し
て
文

化
会
館
で
行
わ
れ
て
い
る

日
本
語
講
座
や
国
際
交
流

サ
ロ
ン
、
市
民
相
談
室
で

第
４
水
曜
日
に
行
わ
れ
て

い
る
外
国
人
相
談
の
通
訳
、

小
・
中
学
校
へ
の
外
国
語

サ
ポ
ー
ト
講
師
の
派
遣
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

自
主
事
業
と
し
て
の
英
語
、

韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の

語
学
講
座
、
国
際
交
流
ま

つ
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
通
し
て
国
際
理
解
を

深
め
る
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

子
育
て
の
情
報
交
換
も

乳
幼
児
か
ら
青
少
年
ま
で

　

自
治
会
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
子
育
て
活
動
に
参

加
し
た
保
護
者
の
割
合
は
、
平
成　

年
度
で　

・
１
％
だ

１６

３８

っ
た
も
の
が
、　

年
度
で
は　

・
９
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１８

４５

ま
た
、
必
要
な
と
き
に
子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
も
ら
え
る

人
が
い
る
保
護
者
の
割
合
は
、
同
比
較
で　

・
３
％
だ
っ

７１

た
も
の
が　

・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７３

　

３
月　

日
、
流
山
市
お

２５

お
た
か
の
森
出
張
所
ロ
ビ

ー
の
日
曜
情
報
発
信
セ
ン

タ
ー
で
「
子
育
て
サ
ロ
ン

へ
よ
う
こ
そ
」が
行
わ
れ
、

乳
幼
児
を
連
れ
た
多
く
の

家
族
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

企
画
運
営
し
て
い
る
の
は
、

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
だ

ま
り（
丸
山
由
美
子
代
表
）

の
皆
さ
ん
。
流
山
お
も
ち

ゃ
病
院
や
オ
カ
リ
ナ
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
方
々
も
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
の

不
安
や
悩
み
を
気
軽
に
話

し
合
え
る
仲
間
づ
く
り
の

場
を
提
供
し
よ
う
と
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で

は
、
青
少
年
育
成
会
議
を

は
じ
め
読
み
聞
か
せ
活
動

な
ど
も
展
開
し
て
い
る
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
栞
、

キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
行
っ
て

い
る
流
山
市
青
少
年
相
談

員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

市
政
へ
の
提
言
も

広
が
る
市
民
参
加
の
機
会

　

市
政
に
参
加
し
や
す
い
と
感
じ
る
市
民
の
割
合
は
、
平

成　

年
度
に　

・
７
％
だ
っ
た
も
の
が
、　

年
度
は　

・

１６

５８

１８

６２

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
声
が
市
政
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
市
民
の
割
合
は
同
比
較
で　

・
４９

６
％
が　

・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５８

み
再
発
見
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
自
治
運
営
の

基
本
理
念
や
協
働
の
仕
組

み
な
ど
を
定
め
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
ル
ー
ル
と
な

る
「
自
治
基
本
条
例
」
に

つ
い
て
、
自
治
基
本
条
例

策
定
市
民
協
議
会
（
江
川

寿
夫
代
表
）
が
原
案
作
り

を
進
め
る
な
ど
市
民
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

　

３
月　

日
、
生
涯
学
習

２１

生
き
が
い
を
仲
間
と

生
き
が
い
を
仲
間
と

自
分
の
経
験
や
知
識
を
活
か
そ
う

みみんんななでで築築くくわわたたししたたちちのの街街
しも協働で開催

ださったボランティア
した。小学校を巣立っ
々なども多数、いらっ

　

中
学
校
で
は
３
月　

日
、
小
学
校
で
は　

日
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学

１４

１６

校
や
中
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
通
学
路
の
安
全
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

地
域
の
力
が
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
、
市
内
で
は
学

校
や
企
業
、
そ
し
て
自
治
会
な
ど
の
市
民
団
体
が
一
緒
に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
達
成
度
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
最
近
の
市
民
団

体
の
活
動
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
（
小
倉

　裁判員制度を学んだ講演会では、手話通訳や要約筆記も行
われました

　初石公民館で行われた語学成果発表会には１０６人が参加し
仮装や紙芝居、演劇などで楽しく交流を深めました

　３月２日に文化会館で行われた子育てサロンでは紙コップ
を使ったひな飾りづくりに挑戦
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みんなで築くわたしたちの街

を
進
め
る
な
ど
市
民
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
同
協
議

会
で
は
、
市
内
各
所
で
Ｐ

Ｉ
と
い
う
話
し
合
い
の
場

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

３
月　

日
、
生
涯
学
習

２１

セ
ン
タ
ー
で
、
流
山
ま
ち

な
み
会（
野
口
允
晤
会
長
）

と
千
葉
大
学
工
学
部
環
境

デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
共
催

に
よ
る
「
流
山
の
ま
ち
な

　

ま
ち
ネ
ッ
ト
流
山
（
伊

勢
良
一
理
事
長
）
は
、
市

と
の
共
催
で
「
地
域
で
楽

し
む
見
本
市
〜
参
加
し
て
、

見
て
、
聞
い
て
、
得
し
て

帰
ろ
う
」を
開
催
し
ま
す
。

　

「
趣
味
を
広
げ
た
い
」、

「
文
化
に
親
し
み
た
い
」、

「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」

な
ど
多
く
の
方
が
、
地
域

ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

な
か
な
か
き
っ
か
け
が
つ

か
め
な
い
と
い
う
方
の
た

め
に
開
催
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
す
。
今
回
の
特
集
で

は
、
ご
紹
介
で
き
な
か
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
サ

ー
ク
ル
の
活
動
な
ど
が
紹

介
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
を
。

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
生

１５

１８

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
定
員

＝　

人
（
先
着
順
）
▽
参

８０
加
費
＝
５
０
０
円
（
交
流

会
参
加
者
の
み
）
▽
内
容

＝
見
本
市
（
生
涯
学
習
、

市
民
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
）、
質
疑
、
交

流
会
▽
申
し
込
み
＝
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルk

om
y

u
n
iti@
city
.n
ag
arey

a
m
a
.c
h
ib
a
.jp

で
市
民 

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

参加して、見て、聞いて、得して参加して、見て、聞いて、得して

見本市を開催見本市を開催

5月１２日、生涯学習センターで5月１２日、生涯学習センターで

みみんんななでで築築くくわわたたししたたちちのの街街
地域デビューをお手伝いする催しも協働で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　流山北小学校の卒業式では毎日、通学路を見守ってくださったボランティア
の方々をご招待して、卒業生からお礼の言葉が贈られました。小学校を巣立っ
ていく児童と同じように、定年退職を迎え地域に帰る方々なども多数、いらっ

しゃいます。中学校などの新しい環境に早く慣れて青春を、人生を充実させていく旅立ちの季節です。

子
ど
も
と
の
交
流
も

地
区
社
協
や
老
人
ク
ラ
ブ
等

　

生
き
が
い
を
感
じ
る
高
齢
者
の
割
合
は
、
平
成　

年
度

１６

で　

・
７
％
だ
っ
た
も
の
が　

年
度
に
は　

・
５
％
と
な

７７

１８

８８

っ
て
い
ま
す
。

　

１
月　

日
、
西
深
井
小

２６

学
校
で
、
新
川
北
部
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
（
小
倉

卓
郎
会
長
）
が
主
催
し
た

昔
遊
び
教
室
が
開
催
さ 

れ
、
地
域
の
中
高
年
者
と

児
童
が
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
市
内
に
は
小
学
校
区

単
位
に　

の
地
区
社
協
が

１５

あ
り
、
ま
た
、
流
山
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
玉
川

定
雄
会
長
）
所
属
の
老
人

ク
ラ
ブ
も　

団
体
あ
り
、

７９

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
公
民
館
の
ゆ
う
ゆ
う

大
学
や
県
生
涯
大
学
東
葛

飾
学
園
な
ど
の
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
学
習
の
場
も

充
実
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
茶
話
や
か
広
間
」
や

「
交
差
点
」
等
の
地
域
の

高
齢
者
が
気
軽
に
集
え
る

場
を
提
供
す
る
た
め
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
も
生
き
が
い

を
見
出
す
機
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

活
動
は
楽
し
く
元
気
に

時
任　
き
よ
子
さ
ん

　

私
は
、団
塊
世
代
の「
た

だ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」で
す
。

か
つ
て
は
保
育
士
だ
っ
た

の
で
す
が
、
い
ま
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
平
和
や
環
境

を
テ
ー
マ
に
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

者
で
ケ
ニ
ア
の
環
境
・
天

然
資
源
副
大
臣
マ
ー
タ
イ

さ
ん
の
「
も
っ
た
い
な
い

運
動
」
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
運
動
に
共
鳴
し
て
、
市

内
で
ケ
ナ
フ
を
植
え
る
活

動
な
ど
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
流
山
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
の

関
係
で
、
井
崎
市
長
と
一

緒
に
、
マ
ー
タ
イ
さ
ん
と

直
接
お
会
い
す
る
機
会
を

得
ら
れ
感
激
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

番
の
楽
し
さ
は
、
こ
う
し

て
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
お

会
い
で
き
る
こ
と
で
す
。

こ
と
し
も
４
月
末
か
ら
予

定
さ
れ
て
い
る
流
山
グ
リ

ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

実
行
委
員
と
し
て
、
そ
の

準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
活
動
を
通

し
て
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な

方
々
に
お
会
い
で
き
る
こ

と
で
「
元
気
」
を
い
た
だ

け
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
る
最
大
の
秘

訣
は
、
活
動
を
楽
し
む
こ

と
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の

活
動
で
は
、
講
演
後
に
必

ず
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
セ

ッ
ト
で
開
催
し
て
、
参
加

者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
楽
し
め
ば
、
ま

ち
も
楽
し
く
な
り
、
元
気

に
地
域
活
動
を
す
れ
ば
、

ま
ち
に
活
気
が
で
て
き
ま

す
。「
定
年
後
は
退
屈 

だ
」、「
こ
の
ま
ち
は
つ
ま

ら
な
い
」
と
言
う
の
は
簡

単
で
す
が
、
自
分
の
定
年

後
を
充
実
さ
せ
る
の
も
、

ま
ち
を
楽
し
く
さ
せ
る
の

も
、
私
た
ち
み
ん
な
の
心

意
気
だ
と
思
い
ま
す
。

　

障
害
を
持
つ
方
々
を
一

般
車
で
送
迎
す
る
た
め
に
、

県
内
で
初
め
て
セ
ダ
ン
特

区
を
得
た
流
山
市
。
そ
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
熱
意
で
し
た
。

　
「
流
山
お
お
た
か
の
森
」 

と
い
う
駅
名
も
、
地
道
な

市
民
団
体
の
活
動
に
よ
っ

て
、
オ
オ
タ
カ
が
営
巣
す

る
森
が
保
存
さ
れ
た
か
ら

こ
そ
名
付
け
ら
れ
た
も
の
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
心
臓
病
の

子
ど
も
た
ち
を
救
お
う
、

ア
ジ
ア
か
ら
平
和
を
訴
え

よ
う
、
難
病
児
を
支
援
し

よ
う
と
い
う
各
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト
、
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
被
害
者
の
救

出
を
願
っ
て
行
わ
れ
た
写

真
展
や
講
演
会
な
ど
、
そ

の
す
べ
て
が
無
報
酬
、
手

弁
当
で
東
奔
西
走
さ
れ
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
熱
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
、
多
く
の
方
々
が

大
型
連
休
の
グ
リ
ー
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
準

備
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
、
惜

し
ま
れ
な
が
ら
若
く
し
て

亡
く
な
ら
れ
た
観
光
協
会

の
故
・
石
井
享
会
長
と
も
、

生
前
か
ら
夢
を
語
り
合
っ

て
い
た
利
根
運
河
で
の
薪

能
。
そ
の
夢
を
実
現
し
よ

う
と
市
民
の
方
々
が
中
心

と
な
っ
て
、
い
ま
、
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

流
山
の
「
夢
」
を
実
現

す
る
の
は
、
い
つ
も
熱
い

思
い
に
突
き
動
か
さ
れ
る

方
々
の
行
動
力
で
す
。
行

政
は
、
そ
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
お
互
い
の
理
解
と
協

力
に
よ
っ
て
創
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
元
気

で
や
さ
し
い
流
山
を
築
い

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　西深井小学校では、けん玉やあやとりなどの昔遊びを中高
年の皆さんが児童に伝授

　３月２日、流山まちなみ会の皆さんが市役所を訪れ、同会
が作成した「ながれやま南部桜と春の散策マップ」を寄贈

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
国
連
支
援

交
流
協
会
流
山
支
部
長

井
崎
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

市
民
活
動
で

　
　
　

夢
を
実
現

　時任さん

私たちも旅立ちの春
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平成１９年３月２８日（水曜日）　　　（　）４市民活動特集号
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　関心のあることから始めよう関心のあることから始めよう 

笑顔のおつきあいで 心も身体も健康に笑顔のおつきあいで　心も身体も健康に　

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�

　

江
戸
川
台
駅
前
商
店
街

の
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
、

３
月
４
日
、「
一
日
健
康
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
、
３
５

０
人
の
参
加
者
が
軽
体
操

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

い
す
に
座
っ
た
ま
ま
で
の

軽
体
操
を
指
導
し
て
く
れ

た
の
は
体
育
指
導
委
員
の

皆
さ
ん
。
流
山
市
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

の
集
い
な
ど
、
い
つ
で
も

だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
健
康
づ
く
り
の
サ
ー

ク
ル
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
流
山
市
体
育
協

会
は
、
体
育
協
会
と
し
て

は
珍
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

取
得
し
て
体
育
施
設
の
指

定
管
理
者
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
は
、
ひ
と
り
で
も
始
め

ら
れ
ま
す
が
、
ご
家
族
や

グ
ル
ー
プ
で
楽
し
む
の
も

長
続
き
の
秘
訣
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　

３
月
４
日
、
市
野
谷
の

森
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
と
や
ま

（
恵
良
好
敏
理
事
長
）
の

野
鳥
観
察
会
が
行
わ
れ　
３０

人
の
愛
好
家
が
、
ウ
ソ
や

マ
ヒ
ワ
な
ど
の
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
締
め
く
く
り
に
は

オ
オ
タ
カ
の
つ
が
い
の
飛

翔
も
見
ら
れ
満
足
の
い
く

観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
市
民
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
流
山
や
温

暖
化
防
止
な
が
れ
や
ま
、

利
根
運
河
の
生
態
系
を
守

る
会
、流
山
ケ
ナ
フ
の
会
、

め
だ
か
の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ

タ
ル
野
な
ど
数
多
く
の
環

境
団
体
が
地
道
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
合
同

で
環
境
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
制　

周
年
記
念

４０

第
９
演
奏
会
実
行
委
員
会

（
唐
沢
昌
伸
会
長
）で
は
、

市
民
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
交
響
曲
第
９
番
演
奏
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
舞
台
で
一
緒
に
歌

う
市
民
を
募
集
し
ま
す
。

　

管
弦
楽
演
奏
を
流
山
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
、
合
唱
指
導
を
流
山
市

合
唱
連
盟
と
流
山
市
音
楽

家
協
会
が
行
い
、
楽
譜
が

読
め
な
い
方
や
初
心
者
の

た
め
の
指
導
も
行
っ
て
音

楽
を
愛
す
る
市
民
で
一
緒

に
演
奏
会
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で

す
。

　

演
奏
会
は
、
文
化
会
館

で　

月　

日
�
と　

日
�

１２

１５

１６

の
２
日
間
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
参
加
費
は
５
０
０

０
円（
楽
譜
代
別
途
）。
募

集
要
項
や
申
込
用
紙
は
公

民
館
や
福
祉
会
館
な
ど
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
５
月　

日
�
ま
で

１０

に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
内
流
山
第
９
事
務

局
へ
。

　

□問
 

横
山
�
７
１
５
９
―

３
２
４
７
／
斉
藤
�
７
１

５
４
―
９
１
６
１

　

３
月　

日
、
生
涯
学
習

１１

セ
ン
タ
ー
で
市
民
活
動
団

体
公
益
事
業
補
助
金
認
定

事
業
の
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
＝
写
真
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

公
募
、
公
開
審
査
に
よ
る

市
民
活
動
団
体
公
益
事
業

補
助
金
。
こ
の
認
定
を
受

け
た　

事
業
を
実
施
し
た

１０

団
体
か
ら
、
１
年
間
の
活

動
の
実
績
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
報
告
が
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
な
お
、
４
月

　

日
�
、
生
涯
学
習
セ
ン

１５タ
ー
で
平
成　

年
度
市
民

１９

活
動
団
体
公
益
事
業
補
助

金
認
定
申
請
事
業
の
公
開

審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま 

す
。
ま
た
、
事
業
報
告
会

の
講
評
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

　

「
ど
こ
に
行
け
ば
市
民

団
体
の
連
絡
先
が
分
か
る

の
で
す
か
」、「
誰
に
聞
い

た
ら
活
動
内
容
を
紹
介
し

て
も
ら
え
ま
す
か
」
と
い

う
お
問
い
合
わ
せ
を
よ
く

い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
、
特
集
で
お
知
ら

せ
し
た
サ
ー
ク
ル
以
外
に

も
多
様
な
団
体
や
機
関
が

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
先
は
、
そ
の
活

動
分
野
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

＝
流
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
９
―

４
９
３
９
▽
文
化
団
体
・

体
育
団
体
・
青
少
年
団
体

＝
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６
▽
障
害
者

団
体
・
高
齢
者
団
体
＝
社

会
福
祉
協
議
会
�
７
１
５

９
―
４
７
３
５
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
市
民
活
動
全
般
に

つ
い
て
＝
市
民
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
０
―

４
３
５
５

お
気
軽
に 

問
い
合
わ
せ
を

公募による補助金

１０事業が報告
４月１５日には公開審査

　空き店舗を活用した「ふれあいホール」で、いすにかけた
まま軽体操

　

健
康
づ
く
り
の
実
践
度
は
、平
成　

年
度　

・
９
％
だ

１６

８３

っ
た
も
の
が
、　

年
度
は　

・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１８

８９

一
緒
に
健
康
づ
く
り
を

一
緒
に
健
康
づ
く
り
を

商
店
街
で
も
健
康
ま
つ
り

商
店
街
で
も
健
康
ま
つ
り

　

自
宅
の
庭
等
に
花
や
庭
木
を
植
え
る
な
ど
自
ら
緑
を

育
て
て
い
る
市
民
の
割
合
は
、
平
成　

年
度
で　

・
６

１６

６２

％
だ
っ
た
も
の
が
、　

年
度
は　

・
８
％
と
な
っ
て
い

１８

６４

ま
す
。

身
近
な
環
境
を
考
え
る

緑
化
な
ど
で
行
政
と
協
働
も

　ＮＰＯさとやまは毎月第１日曜に市野谷の森で巣箱替えや
下草刈りなどの活動を続けています

　

芸
術
文
化
活
動
を
し
て
い
る
市
民

の
割
合
は
平
成　

年
度
で　

・
９
％

１６

３５

だ
っ
た
も
の
が
、　

年
度
で
は　

・

１８

４２

９
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

涯
学
習
の
情
報
が
充
実
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
市
民
の
割
合
は
同
比
較

で　

・
９
％
が　

・
９
％
と
な
っ
て

７０

７２

い
ま
す
。

市
民
の
手
で
第
９
を

市
民
の
手
で
第
９
を

公
募
で

月
の
舞
台
目
指
す

公
募
で　

月
の
舞
台
目
指
す

１２１２

金属盗にご用心！ 
防犯活動にご協力を

　３月１５日、東深井２号公園で
ステンレス製の車止めが盗まれ
るという事件がありました。金
属の価格高騰を受け、全国で側
溝のふたや門扉などの窃盗が続
いています。市では、道路や公
園のパトロールを強化していま
すが、行政だけでは市内全域を

把握しきれません。市内では、
１６９自治会のうち５０自治会で自主
防犯パトロール隊が組織されて
います＝写真。買い物や散歩を
小学生の通学時間に合わせるだ
けでも地域を守るボランティア
活動になります。みんなで犯罪
のない安全で安心して暮らせる
街を築きましょう。
　□問 自主防犯組織については、
生活安全課�７　１　５　０－６　３　１　２

　３月１８日、流山おおたかの森駅前で行われた流山フィルハーモニー
交響楽団のミニコンサート
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